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不具合発生箇所 

エアバッグ制御コンピュータにおいて、加速度センサーの製造が不適切なため、自己診断により当該センサーの異

常を検知することがある。そのため、エアバッグ警告灯が点灯するとともに、フロントエアバッグ、サイドエアバ

ッグ及びカーテンエアバッグが作動しないおそれがある。 

 

改善の内容 

全車両、エアバッグ制御コンピュータを良品と交換する。 

 

識別：キャンペーンステッカーに「69K6、日付（西暦・月・日の順）、ワークショップスタンプ」を記入し、スペアタイヤ収納部左

側面に貼りつける。 

 

 

 

 

 

 

エアバッグ制御コンピュータ は交換する部品を示す  


